


ンセティックスを含む名称の圏内学会や国際会議は相当数に登っている)、 1G Sが対象とする

多様な製品をよく包含するものとの認識が主流となっていった。シンセティック (synthetic)

は、狭義には化学的合成物、つまり人工的な製品であり、自然材料を排除する意味を持つことに

なりかねないが、広義にはいくつかの要素を組み合わせ総合して出来たもの、を意味するようで

ある。蛇足ながら、ジオシンセティックは単数の普通名詞あるいは形容詞、最後に「ス(s ) J 

が付けば複数の名詞となる。

デニス (R. Denis， IGS NEWS， Vol. 6， No. 3)によれば、 syntheticは synthesisと同じ意味

を持つもので、元々は reunlonを意味する語、とのことである。彼はジオシンセティックを広

義に解釈して、土中に埋設され土と共に統合的に使われるものとし、 IGSが対象とする材料は

すべてジオシンセティックで包含される、と主張する。つまり、地盤内で自然には存在し得ない

材料は、人工、自然を問わず、すべてジオシンセティックと呼んでょいとする。しかし、これに

対しては拡張解釈が過ぎる、との異論も出されている。

ジオテキスタイルが、 IGSの学会名を表す語としては不適切であるという点については、余り

際だった異論は無かったように思われる。特にジオメンプレン関係の人々にとっては、以前から

ジオテキのみではジオメンを疎外するものとの不満がくすぶっていた。新しい名称がジオシンセ

ティックでよいか、という点で議論が長 91~ 、たということになろう。特にシンセティックという

言葉が、ジュート、ココヤシ皮 (coir)、竹など、インド、中国、東南アジアで手広く利用され

製造販売されている自然の繊維材料によるネット、メッシュ、パーチカルドレーン等のジオテキ

製品を除外してしまうのではないか、との懸念があった (S. D. Ramaswamy， 1 GS NEWS， Vol. 7， 

No. 2)。また我が国をも含め、ジオテキが外来語である非英語圏においては、これだけ普及し

ている表現を今更何故、といった反応が J般的で、改名への積極性を欠いたと云うこともできよ

つ。

新学会名にも「ジオテキスタイル、ジオメンブレン、関連する諸製品、およびこれらに関係ある

諸技術の科学的・工学的開発に専念する (IGS)Jという具合に、サブタイトルが付されてい

る。ジルーが指摘するように(J-P Giroud， IGS NEWS， Vol. 9， No. 1)、ここにはジオテキとい

う語が生き残っているので、自然繊維を除外することにはならない。そして 1G Sという略語も

そのまま変わらないわけであるから、学会名の継続性は維持できるとの意見に、大勢は傾いて行

ったように思われる。

筆者はかつて、 I1 G SのSJと題する駄文を草し本誌の巻頭を汚したことがある (Vol. 9， No. 

1)。当時既に 11G SのGJは問題になっており、早晩会員諸氏に対しGについて報告しなけ

ればならないことを感じていた。大変遅蒔きながら、今回その責の一端を果たすべく下手な解説

を試みたわけであるが、残念ながら外国語についての細かし、論議は筆者のょくするところではな

L 、。 I1 G Sの 1Jについての理解度が問われる問題でもあることを痛感している次第である。
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